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        2026 年 7月 2日 

株式会社ベネッセコーポレーション  

ブランド・広報室 

 

 

 

 

 

株式会社ベネッセコーポレーション（本社：岡山県岡山市、代表取締役社長：岩瀬大輔）が提供する幼児の教育・成

長支援ブランド「こどもちゃれんじ」は、富山大学付属病院周産母子センター（センター長：吉田丈俊）が 2026 年 3 月か

ら実施している早産児を対象とした発達支援プログラムの研究の趣旨に賛同し、教材提供（割引提供）します。 

  

本研究は、富山大学において、出生週数が 32 週未満、もしくは出生体重 1,500 グラム未満のハイリスク早産児を対象

に実施されるもので、子ども向け玩具・教材を利用した親子でのグループワークが早産児の発達にどのように影響するかを検証

することを目的としています。また、保護者の育児ストレスや子どもに対する気持ちにどのような影響を与えるかを同時に検証し

ます。プログラム検証期間は 3 年間を予定しています。 

 

具体的には、玩具・教材を活用するタイミングによる発達への影響を比較し、発達介入の適切な時期の検討を行います。

前期群では 1歳 1 か月から 1 歳 6 か月号まで毎月活用するグループ、後期群では 1歳 7 か月から 1 歳 11 か月号まで

毎月活用するグループに分け、1 歳 6 か月時点および 3歳時点での発達評価を行います。 

本研究において、日本中どこにいても手に入り活用することができる玩具・教材として、「こどもちゃれんじ baby」が使用され

ます。 

 

【プログラムの様子】 

 

近年、医療の進歩により早産児の救命率は向上していますが、新たな課題として、個人差はあるものの言葉や社会性の発

達の遅れが見られることがあります。特に 1 歳以降の生活・学習環境が発達に与える影響については、さらなる知見の蓄積が

求められています。ベネッセは、本研究の趣旨に賛同し、支援の一環として教材提供（割引提供）を行います。 

 

子どもたち一人ひとりの成長に寄り添う趣旨に賛同 

富山大学付属病院の早産児対象発達支援プログラムの研究に 

「こどもちゃれんじ baby」が教材提供 
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【富山大学付属病院 周産母子センター長 吉田丈俊先生のコメント】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【富山大学付属病院 周産母子センター心理士 小暮奏のコメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「こどもちゃれんじ」事業責任者 中村晋一良のコメント】 

 

 

 

 

 

 

＜ご参考＞ 

■「こどもちゃれんじ」 について https://shimajiro.benesse.ne.jp/  

 1988 年に開講した「こどもちゃれんじ」は、育ちに合った遊び・学びで、おうちの方をサポートし、子どもの可能性を広げる商
品・サービスを提供し続けています。ブランドキャラクター「しまじろう」と一緒に豊かな体験を通して未来を切り開く力を育む 0～
6歳向け教材のほか、英語教材、テレビ番組、コンサートなどの成長を支援する商品・サービスを展開しています。2026 年に
は「しまじろうパペット」の提供開始から 30 年目の節目の年を迎え、「ハンドパペットを持った人を写した最大のオンラインフォトア
ルバム」でギネス世界記録™にも認定されました。  

 「こどもちゃれんじ baby」は 0 歳から 1 歳台までのお子さま向けの講座で月齢に合わせたエデュトイ、絵本、親子で楽しめる
情報誌が届きます。お子さまの健やかな成長を促進し、親子のコミュニケーションを深めるために設計されています。 

 

――研究開始に至った経緯 

1 歳 6 か月時の発達検査の場面で、「こんな遊び方があったのですね」と驚かれる保護者の

声が多く聞かれ、子どもとの遊び方や関わり方に不安や疑問を抱える家庭が少なくないことを

実感した経験がきっかけとなっています。 

――「こどもちゃれんじ baby」を研究に採用した理由 

本プログラムでは、月１回のペースで親子でのグループワークを行います。乳幼児の年齢に応

じた玩具を活用するため、月齢ごとの発達に合わせた玩具を作成されているベネッセコーポレ

ーションさんに協力をお願いしました。 

――今後の展望について 

本研究で得られた知見が、早産児さらに先天性心疾患児など発達リスクを抱える子どもたち

への支援にも発展することを期待しています。 
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――「こどもちゃれんじ baby」を研究に採用した理由 

我が子が「こどもちゃれんじ」を利用していた際、「こどもちゃれんじ」が月齢の発達段階に合わ

せて作られていることや、毎月定期的に教材が届くことがとても良いと感じていました。乳児

期の発達に沿って継続的に刺激を与えられる点が本研究の目的とも合致すると考えまし

た。 

――今後の展望について 

お子さんはそのお子さんらしさを、ご家族はそのご家族らしさを大切にしながら、忙しい生活の

中でもお子さんと関わる楽しい時間を過ごせるようにお手伝いできればと思っています。 

――研究に協力するに至った経緯 

ベネッセは企業理念「よく生きる」のもと、子どもたち一人ひとりの成長に寄り添った「こどもちゃ

れんじ」の教材開発を続けています。今回、本研究の趣旨に賛同し、微力ながら協力という

形で関わらせていただくことになりました。早産児とそのご家族にとって、日々の関わりが少し

でも安心や前向きな実感につながること、そして本研究を通じて得られる知見が、地域ひい

ては全国の乳幼児のより良い成長環境づくりに役立つことを願っています。 

https://shimajiro.benesse.ne.jp/

